
 

第８回審議会の意見対応一覧 

【将来像】 

発言要旨 対  応 

・基本構想のイメージ図は、デザインがもっと美しくなるよう検討が必要。 （P1）今後冊子のレイアウト等を決める際に、さらに分かりやすく表現ができるか検討します。 

・イメージ図を見て、「ひと」を連想できるようなデザインを入れられないか。 

・「三つ巴」や「アサガオ」を使ったイメージ図にならないか。 

・「基本構想 イメージ」という表現は、基本構想が薄っぺらい印象になる。 （P1）「基本構想 イメージ」という表題を削除したうえで、「基本構想の概要」の補足として、概要説明文の下

に基本構想を表す図を記載しています。 ・「基本構想 イメージ」ではなく、「基本構想の枠組み」としたらどうか。 

・基本構想のイメージ図と、イメージ図の文字をもっと大きくした方が良い。 （P1）現状のレイアウトにおいて可能な限り図や文字を大きくしていますが、今後冊子のレイアウト等を決める

際に、さらに見やすく表現ができるか検討します。 

・イメージ図の基本目標がローマ数字だが、算用数字に統一した方が良い。 （P1）基本構想を表す図の基本目標を、ローマ数字から算用数字にしています。 

・基本構想のイメージ図で、４つの基本目標の位置に意図はあるのか。 （P1）図の見やすさの観点から、左上に基本目標１を配置し、そこから反時計回りで基本目標２、３、４となる

ように配置しています。 

・基本構想は区役所だけのものという印象を与えないよう、「基本構想とは」の説明

文に、基本構想実現のために全ての人の積極的な参画が必要だという文章を入れた

方が良い。 

（P1）「基本構想とは」の説明文１行目から２行目において「区民や地域で活動している団体などと一体となっ

て実現するための区政運営の最高指針となるものです」と記載しています。 

・冊子になった時に、将来像をどのような字体で記載するかは検討が必要。 （P2）今後冊子のレイアウト等を決める際に検討します。 

・将来像に「・（なかてん）」は使わない方が良い。 （P2）「・（なかてん）」は使わず、「ひと」と「まち」の間にスペースをあけて記載しています。 

・将来像に「・（なかてん）」がないと、読みづらくなるのではないか。 

・将来像の説明文で、「社会のもと」という表現は、「社会のなかで」とした方が良

いのではないか。 

（P2）説明文１～２行目の「安全安心で多様性が尊重された社会のもと」という表現を、「安全安心で多様性が

尊重された社会の中で」としています。 

・将来像の説明文の「惹きつける」という文字は、読めない可能性もあるので、検

討が必要。 

（P2）「人を魅了して引き寄せる」意味があるため、「惹きつける」という漢字を使用しています。冊子として発

行する際には、読み仮名をふるなど、多くの人が読めるような表記ができるか検討します。 

・全体的に台東区のアピールが強いので、近隣自治体との協調という視点も必要。 （P8）他の自治体との連携については「国内外の都市・地域との連携」に記載をしています。なお、構想全体で

「台東区」という言葉を多く使っていますので、整理ができないか今後検討します。 

 

【基本目標】 

発言要旨 対  応 

・「創出」という言葉は小学生だと理解できないのではないか。 （P3）「新しくつくりだす」という意味をこめて「創出」という言葉を記載しています。なお、誰でもわかるよう

な表現ができるかについては、今後検討していきます。 
・誰でもわかるように、極力簡単な言葉を使ってほしい。 

・基本目標２だけ、他の基本目標と異なり３段落構成となっているので、４段落構成

にできないか。 

（P4）４つの基本目標は、まず各分野について記載し、最後に基本目標を構成する全分野のまとめの文章を記載す

るという形で統一しており、基本目標２だけ２分野で構成しているため、３段落構成としています。 

資 料 ２ 



 


